
桜 は種 類 が多 く、園芸 種 まで含 め る と300種 ほ

どになる とい う。 とうてい私の手 にお える しろ も

ので はない。高校生物教 科書 の学 名 ・和名 の例 に、

Pγz粥πεツ6406πsおMatsumuraソ メ イ ヨシ ノが載 っ

た ことがあ る。30数 年教 師 をつ とめて、サ クラの

学名 が使 用教科書 に=登場 したの は、 これだ けで あ

る。昭和38年 東書発行 の教科書 であ る。最 近 は教

科書 の視点 が移 り、分 類 は昔 ほ ど くわ しく載 らな

くな った。 分類 は総合 だか らむ しろ きちん と教 え

る ことが大切 だ と思 う。

後 日談 に な るが、今 年 の 秋一 巳 に行 く機 会 が

あって、旧一 巳小 学校 のあ った桜坂 に行 ってみ た

が、あ ま りの変化 に懐 しさの感覚 は失せ て しまっ

た。 農業 高 校 と して も50年 近 くの 歴史 を経 て し

まって、懐 しさのつけ入 るす きはな かった。私 は

校 庭 に立 たずんで はみた ものの、落 ち着 く気持 に

はなれず校 地か らそそ くさ と出て しまった。 只、

校庭 下 の小川 は同 じ位置 を流れ ていた。

砂漠と氷河を旅して

星野 フサ

出発前

夏休 み中 に北京で 国際学会が 開かれ る とい うこ

とを知 り重 い腰 を上 げる決心 を したの は、2年 も

前 の こ とで す。

そ れ なの に毎 日の よ うに行 こ うか?止 め よ う

か??と うじ うじ悩 んでお りま した、、、。 それ と

い うの も私 は まだ一度 も海外 旅行 とい うもの を し

たこ とがなか ったのです。 白髪が増 える年 にな っ

たのに、我 が職場 で海外旅行 の経 験が無 いのは私

だ け とい う情 けない 日頃の思 い も重 なって私 は…

生一代 の大 決心 を しま した、、、。 ひ と りで出 か け

てみ よ う!と い うこ とで大変 な緊張 の下、 】0日間

の中国の旅 にでか け ました。

日本 を離 れて、、、

1991年8月10日10時 成 田発の飛行機 は離陸 しま

した。その飛行機 の私の隣 の席 は男性 で した。 そ

の人 は、 ジャイカで中国人 に酪 農技術 の指 導 に再

び行 くとの こ とで した。 中国 の人達 とは政 治問題

について話 しをあ ま りしない等 よ もや ま話 しを し

ている うちに北 京の飛行場 に着 きました。赤 い大

きな横 幕 を見 て私 は共産主義 者の方 々に歓迎 され

てい るな、、 と感 じつ つ税 関 を通 過 しま した。待

合室 の向 こ うには紙 きれ を持 った人達 の くろや ま

で す。INQUAの 歓 迎 は無 く、 ち ょっ と寂 しい思

い を しま した。5人 位 の人垣 で歓 迎 されているの

はあの ジ ャイカの男性 です。

ホ テル まで どうやって行 った らよいか、、、一人

旅 は心 細 い もので した。飛 行場 の出口の所で お世

話 にな った在中国滞在 の 日本人の方 の親切 は忘 れ

られ ませ ん。彼 に換 金の方法 を教 わ り、 タクシー

で北京 の ホテルにや っとの ことで到着 しま した。

北京 に着 い て

ホ テルでは、 日本 人に顔 つ きが そ っ くりなの に

英 語で なければ話 しが通 じませ んで した。 フロ ン

トの男性 や女性 を眺 めて 日本人 と中国人の古代 か

らの血の つ なが りを考 えずに はいられ ませ んで し

た。 フロン トに英 語の よ く解 る女性が いたので、

とて も助 か りま した。北 京 か ら西へ2 ,500kmほ ど

離 れ た巡検 の 出 発地 点 ウル ムチ まで の 切符 は、

INQUAの 役 員 の方 々 にお金 を払 って予 約 してあ

りま した。 その ウルムチ行の飛行機 の旅券 を、北

京 のBICC(こ こ は、 日本 の地質調 査所 に当 たる

よ うな所 です 。)で 受 け取 らなければな りませ ん、,

そ れで、 タク シーでBICCま で 連 れて いって も ら

い ました。 その玄 関前広場 には、10数 本 の赤旗が

翻 り本 当 に驚 きま した。 その帰 り道で天安 門前広

場 を通 りま した。 おびた だ しい赤 旗の横幕 をこえ

て、 その向 こうに毛主 席の巨大 な写真が みえて き

ま した。 その広場 はが らん としていて 日本 の 日の

丸 と中国 の旗 が交差 して立て られている のが 目に

入 って きました。実 は この 日、 日本 の海部 首相 が

北京 を訪問 していた のです。 この 日、私 は日の丸

に対 して 日本 で感 じたこ とのな い懐 か しさを感 じ

ました。BICCで 旅 券 を受 け取 りました。私 は中

国 の確 認 とい う シス テ ムー切符 を買 っ てお金 を

払 って切 符 を受 け とって いて も、確 認 の連 絡 を し

て いない場 合 は無効 である とい う制度 一を知 りま

せ んで した。 そのために も う少 しで切符 を失 う所

だ ったのです。 日本代表 の太 田先生 の判断 に救 わ
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れ、私 は切符 を受 け取 るこ とがで き ました。今回

参加 した 日本人 の中 に旅費 を2回 払 うことになっ

た悲劇 の 日本人 の ことを、帰 国後耳 に しま した。

主な見学地を写真で説明 します。

ウルムチ にて

北京 に着 い た翌 日、北京 か ら巡検 の出発地 点の

ウルムチに飛行機 で飛 びま した。 ここで は機 内食

もよ くビャクダ ンの扇子 をも らった り。真夏 だ と

灘 難

い うの に天 山山脈の氷河 の山並が太 陽に輝 き麓 に

広 がる不毛 の砂漠 は居眠 りを していた私 を目覚 め

させるの に充分 で した。

北京空港 で知 りあ った王 相林 さんの話 しによる

とウルムチの周 辺の人 々は、天 山山脈の氷河 の融

雪 水 によって生 か されている とのこ とで した。

ウルムチに着 いてか らどこにいった らよいの か

解 らな くて王相林 さん親子 に本当 にお世話 にな り

ま した。37度 もあ った と宿 に着 いて知 りま したが、

私 の咽 は渇 いてか らか らで した。7日 ほ どこの砂

漠 地帯 に滞在 しま したが咽 の弱 い私 は、帰 る2日

前 には咽が痛 くて夜寝つ かれ ませ んで した。

カ ッパ に傘 は ひど く重 か ったの にこ こで はどん

なに曇 っていて も雨 は降 らない との こ とで した。

ウルムチ は、天 山山脈 の北側 にあ りシ ルクロー ド

の始 ま りの地点 に近 いのです。私達巡検 の…行 は

小 型バ スに乗 り西 はクイ タン、東 は天池 、南 はウ

ルムチNo.1氷 河 まで見学 させて もらい ま した。

途 中の景色 は殆 ど死の砂漠 で した。

攣畷謙 ら

難
中央の三角形 の山 は、赤色 で古 第三系 の もので

す。 この左 はジ ュラ紀 よ り古 くその更 に左 に天山

山脈 が あ りその 向 こ うにチベ ッ ト高 原 が あ りま

す。 中央 の 山よ り右 に行 くにつれて新 しくな り一

番右 が、第四系 のれ き岩で そ こか ら右 は、 ズ ンガ

リア盆地 の砂漠 とな ります。 山には木が一本 もな

いのには本当 にお どろ きま した。

ウルムチNo.1氷 河 の末端が作 る河 岸段 丘 の段

丘面 の上 に ウルムチの人 々の家が建 ってい ます。

Lhに はやは り木が一本 も無 い。 中央に見 える低地

の木 は、 人が植 えたポプ ラです。
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ウルムチNo.1氷 河 に向か う途 中 にあった トウ

ヒの仲 間は こんな景観 で分布 してい ま した。 これ

はPf6θαS沈 γ例 毎々ηαである ことが わか りました。

谷筋 によ く発達 しているのが わか ります。

ウル ムチNo.1氷 河 の末端 の様 子 は こん な具合

です。 ゴウゴ ウと水の流 れる音が こ もって氷河末

端 の小 さな穴 か ら水が吹 きだ して い ました。高度

は3,560mで 息 ぐる しく胸が お され ま した。周 囲

に ころが る岩石 は片麻岩 であ り、 これ らの岩石の

年代 はデ ボ ン系 との ことです。

箋
、ぺ

ウ ル ム チNo.

で す 。

1氷 河 のU字 谷 。す ばら しい眺め

1川耐

ヒマ ラヤ

チヘ ッ ト

/へ

天山山脈

3560m

,(氷 河末端)

/

＼

//基 盤はテホン系

4562m

＼

＼

＼

＼
＼

＼

,

乃ψ〃 幽〃8所1ゑ〃

＼

図1ウ ル ム チNo.1氷 河

1991,8,15,

ろ29・ ・mロ＼∴

＼
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1500繭
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タクラマカン砂漠

ゴビ砂漠一
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Ψ
l
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＼
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悟
空
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ウルム チNo.1氷 河 末端(3,560m)に あ った

コケに落下 してい たP伽 α∫6んγ卿 伽 αの花粉 の微

分 干渉像 です(1目 盛0.01mm)。 分 布 の上 限 よ り

1,360m位 高 い位置 にあ るに もかか わ らず やや高

い出現 を してい ます。

図1は ウルムチNo.1氷 河 の概略 の様 子 を示 し

ます。京都大学 の清水大吉郎 先生 の高度計 の助 け

を うけて描 くことがで きました。

ウルムチNo.1氷 河 末端 に少 量 あった コケ を花

粉分析 してみ た結果 が表1で す。肉眼 でた しかめ

た黄色 い花 とコケ以外 に沢 山の花粉が産 出す るこ

とを示 して い ます。今 後花粉分析 の解釈上 充分考

慮すべ きで しょう。つ ま り図1に よる と トウヒ属

の上 限は2,200mと な りますので3,560mの 氷 河末

端 で トウ ヒ属 が全花 粉胞子 の7.8%も 産 出 してい

る こ とは飛 来 した ものが高 い比率 を占 めている と

い う点 で注 目され ます。

帰 国 して

中国の旅行 を無事終 えて帰 国 した私 はす っか り

日本 の植 生 を見 る 目が、 コペ ルニ クス的 に変換 し

て しまい ま した。参考 のため に両地 点の気象条件

の違 い を図2に 示 します。 日本 は夏 に雨が多 く植

物 に とって大層恵 まれてい るこ とが ヨー クわか り

ます。帰 国 した 日、成 田 に泊 り、その翌 日11時 過

ぎ直接勤務 先 にで ました。そ の1時 間後 ソ連邦 の

ゴルバ チ ョフ大統領 が失脚 の ニ ュースが報道 され

たのです 、、、。

調
5!ひ

塾

震49'3∵

彫
表1ウ ルムチNo.1氷 河 末端部 の コケ上 の

花粉 分析

ウルム チ2,900m ウ ルムチ3,560m

トウヒ属 13.00 7.80

ガ マ ズ ミ属 0.00 1.60

カバ ノキ属 1.00 0.00

カ ヤ ッリグサ科 18.00 12.50

キク亜科 6.00 3.10

ヨ モ ギ属 14.00 43.80

バラ科 1.60

アカザ科 9.00 17.20

ナ デ シ コ科 0.00 4.70

イネ科 26.00 3.10

キ ンポ ウゲ科 11.00 0.00

セ ンニ ンソウ属 1.00 0.00

単条型胞子 1.60

十字花科 1.00 3.10

同定総数 100.00 100.00

ヒ 窪

＼.

や ヒ も

鍛 磁姻擁酬 α桝轟"7幽 ご ・

磁 ♪蹄 ソウ鯉
縛《γ、曽鱒

表2ウ ルムチと札幌の気候比較

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年

月平均気温(℃)
ウルムチ

札 幌

一15
.2

-4
.9

一12
.2

-4
.2

0.7

-0 .4

10.8

6.2

18.9

12.0

23.4

15.9

25.7

20.2

23.8

21.3

17.4

16.9

8.2

10.6

一2
.6

4.0

一12
.0

-1
.6

7.3

8.0

月降水量(mm)
ウルムチ

札 幌

6

114

4

92

19

78

23

65

25

59

29

76

16

80

19

131

14

142

17

115

15

104

7

101

195

1,158

月平均湿度(%)
ウルムチ

札 幌

77

74

76

72

71

70

48

65

40

67

40

76

40

79

39

79

42

75

56

72

74

70

79

72

57

73

理 科年 表(1991)
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